
 
 

11 月「クローバー」だよりⅡ （「不登校対策セミナー」のレポート） 
 

 

＊11 月に開催した「不登校対策セミナー」の要旨を、7 回に分けてレポートします。 

＊「心理学」の視点から不登校を分析し、実際の事例を通して適切な対応について考えます。 
少しむずかしい内容があるかも知れませんが、続けて読んでいただくと、・・・ 
「安定した「愛着関係」は、不登校の改善に絶対に必要なもの」ということを理解していただけると思います。 

 
 

第 1 回レポートのテーマは、・・・・・ 

不登校の改善に絶対に必要なものは、「愛情」ではなく、「愛着」! 
 
 
 
◆毎朝、聞こえてくる、このような言葉かけ・・・ 

 

不登校の子どもさんとのやりとりの中で、例えば、朝、・・・ 
 
「7 時よ、いつまで寝ているの!」 
「今日は、学校に行くの?行かないの?」 
「学校に行かないと、勉強がおくれるわよ!受験はどうするの!」 
 
・・・といった言葉かけをしているという、お話をよく伺います。 
 
果たして、このようなやりとりを日常的にくり返していて、不登校は改善していくのでしょうか? 
 
親の怒りや不満を伝えても、不安をあおっても、不登校は改善しません。 
むしろ、このようなネガティブ（否定的）な言葉かけは、言えば言うほど、悪循環です。 
 
でも、思わず言ってしまう。 
つまり、親は、・・・ 
子どものよくない所を指摘して、それが良くなるようにさせようとするんです。 
 
これが、不登校の多くのケースの実態です! 
 

 
◆目に見える形（行動）から、変えようとしないこと!! 

 

では、「いったい、どうしたらいいの・・・?」ということになりますが、・・・ 

最も基本的なことで、はっきりと言えることは、 
そのように、目に見える形（行動）から変えようとしないことです。 
 
これをやると、ほぼ失敗します。 
 



 
 

不登校の改善を図るためには、・・・ 
まず、この後お話しする「不登校の本質的な要因」を理解し、その要因を踏まえた機転ある（賢い） 
対応をしていくことが不可欠です。 
※「不登校の本質的な要因」については、2 回目以降のレポートにて・・・ 
 
 

ここで言う「不登校の本質的な要因」というのは、心の問題です。 
心の問題は、目に見えません。 

 
 
ですから、皆さんが、目に見えるものに働きかけている限り、・・・ 
その働きかけは、不登校の改善にはつながっていない・・・と、考えていいと思います。 
  
 
はじめの方でお話をした、朝の言葉かけを例にすると、・・・ 
 
寝ている、起きているは、目に見えます。 
学校に行く、行かないも、目に見えます。 
勉強がおくれる、おくれないも、テストや成績を見れば、すぐに分かります。 
 
 
これでは、子どもに、変化は生まれません。 
 
 

 
◆では、その「目に見えない」心の問題とは、いったい何でしょう? 
 

その手がかりになるものが、 
例えば、以下のような、子どものさりげない一言の中にあります。 

 
もし、子どもさんから、・・・ 

 
「お母さん（お父さん）、雨が降ってきたね。」 

 
・・・と言われたら、あなたは、どのように受け応えをされますか? 
 
このような一言にも、この後お話しするポイントをおさえ、ていねいに対応していくと、・・・ 
不登校は改善に向かって動き始めます。 
 
この受け答えについては、セミナーの最後の方で、ふり返ってみることにします。 

 
 
 
◆不登校の改善に不可欠（絶対に必要）なものとは、・・・何? 

 

ここから、本論に入ります。 



 
 

 
不登校の改善に不可欠（絶対に必要）なものとは、・・・何でしょう。 
それは、安定した親子の「愛着関係」です。 
 
安定した親子の「愛着関係」は、・・・ 
子どもの心の安定を図ります。不登校の改善を図ります。 
それだけでなく、・・・ 
子どもの心を健全に成⾧、発達させます。 
自己肯定感を育み、自信を高めます。 
人、あるいは、集団や社会と健全に関われるようにします。 
さらに、子どもに生きる力や希望を与え、子どもを幸せにします。 
 
そして、親にも、家族にも、多くの幸せと恵みを、もたらしてくれます。 

 
 
◆「愛情」と「愛着」は、本質的に異なる。不登校の改善に必要なのは、「愛着」です! 
 

 ここまで、読んできて、・・・ 
 
 「なーんだ、じゃあ、親子のいい関係を築けば、不登校は改善していくのか!?」 

 
・・・と思われる方があるかも知れません。 
  
しかし、「愛着関係」とは、・・・そういう意味ではありません。 
そういう、短絡的なものでは、ありません。 
「愛情」とも、意味がちがいます。 

 
 日本では、この「愛着」と言う言葉が、まちがった意味で一人歩きしています。 
 「愛着」の本質を正しく理解しないで対応するから、子どもに変化が生まれにくいのです。 
 

  
「愛着関係」とは、正しくは、・・・ 

 「鳥類や、人を含むほ乳類、特に、高等霊⾧類に見られる関係で、・・・ 
 特定の養育者（親）との、密接な関係を、求める個体の傾性」のことを言います。 
 
右上のカモの親子の写真を見ていただくと、「愛着」のイメージがわいてくるかも知れませんね。 
  
心配されなくても大丈夫です。この後、具体例をあげながら、分かりやすくお話しします。 

 
 
 
＊第１回は、ここまでとします。次回は、・・・ 

不登校の改善に不可欠な「愛着関係」のメカニズムについて（最重要）お伝えしていきます。 
「安定した親子の「愛着関係」が築かれると、なぜ、不登校が改善に向かうのか?」について、 
「心理学」の視点から、お話しします。   
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